
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

現れています。 

０．５億未満        406.435％ 

０．５億以上１億未満        427.520％ 

１億以上５億未満            378.880％ 

５億以上１０億未満          306.633％ 

１０億以上２０億未満        278.844％ 

２０億以上５０億未満        277.704％ 

５０億以上                  233.846％ 

（小数点第４位四捨五入） 

一般的に、設備投資の多い大規模法人ほど数値が悪くなってい

ます。ですから、固定資産の側から付加価値を眺めて、固定資産

投資によって付加価値を多く生み出だそうとするのは、経営的に

は合理的でも、この比率
○ ○

を高めて点数をよくするには無理があり

ます。 

むしろ、この指標は、固定資産投資に対する安全性を判別する

指標ともみる方がよいのではないかと考えております。つまり、

生み出される付加価値が多ければ、それだけ、固定資産投資によ

る倒産の可能性が低いと判断しているわけです。付加価値の側か

ら固定資産を眺める感じです。そういう面で、上限値の企業

11,062 社は、投資によって多くの付加価値を生み出している会社

というよりは、付加価値に比べ、固定資産投資を抑えて、固定資

産をほとんど保有しない会社が多いと言えるでしょう。 

経営環境が厳しく、付加価値が減少するなかで、経営にとって

プラスかどうかは別問題として、この指標をよくするには、企業

は、ますます、固定資産の圧縮に力を入れなければならないので

す。 
ＷＩＳＥＮＥＴ編集部     松  村   清（税理士）
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貴社名 

ご担当者様 ご役職・部署名 

TEL FAX 
今後メールでの送信をご希望される場合は下記にアドレスをご記入ください。 
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□Wisdomデモンストレーション希望（無償）
□Wisdom資料請求（無償） 
＊すでにご注文をいただいているお客様にもこの案内
は届いています。 

□今後「Wise FAXNET」送信不要 

＜気になるよそ様の数値 －付加価値対固定資産比率(X12)－＞ 

下記にご連絡先をご記入下さい。ユーザー様で前回登録時と変更のない場合に
は、貴社名と担当者名、TELのみをご記入下さい。 

今回は付加価値対固定資産比率(X12)です。計算式は、以下の

通りです。 

付加価値対固定資産比率(X12)={売上高－(材料費+労務費の
内訳の労務外注費＋外注費) }／固定資産（２期平均）×1 0 0  

 

下図Ⅰは、平成 12年 11月 30日現在公表されていた 195,842

社の分布図です。このグラフを見て分かることは、山がないこと

です。下限値が一番多くなっています。下限値の企業数は、28,033

社で全体のおよそ 14.3％です。そして、下限値から上限値に向

かって企業数は減り続けています。上限値の企業数は 11,062 社

です。全体のおよそ 5.6％です。平均点は、381.683％です。 

付加価値とは企業が新しく生み出した価値であり、付加価値＝

売上高－外部購入価値という関係になりますが、「経審」では、

簡便的で、材料費、外注費だけを控除しています。また、この指

標は、付加価値と固定資産と比較しているので、一般に、固定資

産投資によってどれだけの付加価値を生み出しているかを測定

する指標であるといわれております。しかし、固定資産投資によ

って、この指標をよくするのはかなり厳しい状況です。たとえば、

期首に耐用年数５年（定率法）の機械を 1000万円で購入したと

すると、この指標が平均点の会社は、平均点を維持するには、初

年度で 12,042,099円、次年度で 19,640,663円の付加価値を増や

さなければなりません。これは、かなり厳しいと言えるでしょう。

付加価値の創出は、労働等に負うところも多いので、設備投資に

期待するのは無理です。これは、完成工事高の規模別の数値にも
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＜2002年経審が変わる！＞ 
●引き続き、新情報が入り次第、速報します。 
①完成工事高の評点（X1）の平均点を 700 点に引き上げる。 

②完成工事未収入金から公共工事分を減額して計算する。 

他、X1評点の細分化、X2評点のウェイト見直し、固定資産の取り扱いにつ

いて改善案が提示されている。 


